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１　

 

序
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
今
頃
、
世
間
は
４
年

に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
カ

タ
ー
ル
大
会
の
話
題
で
持
ち
切
り
で
あ
り
、

そ
の
１
か
月
後
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会
は
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
３
度
目
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ

た
。
決
勝
の
相
手
の
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
実
力

は
上
だ
っ
た
の
で
は
、
と
の
意
見
の
是
非
は

措
い
て
も
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
も
言
え
る
メ
ッ

シ
と
、
次
代
の
サ
ッ
カ
ー
界
を
担
う
と
も
言

わ
れ
る
エ
ム
バ
ペ
と
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の

共
演
と
な
っ
た
決
勝
戦
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
詳

し
く
な
い
私
で
も
魅
了
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。

２　

 

個
人
技
に
よ
る
打
開

さ
て
、
こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
右
の
通

り
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
共
演
で
幕
を
閉
じ
た

が
、
見
て
い
て
思
っ
た
の
は
、
チ
ャ
ン
ス
を

作
る
た
め
に
は
組
織
で
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
が
、
最
後
の
得
点
の
場
面
は（
た
と
え
そ

れ
が
Ｐ
Ｋ
で
あ
ろ
う
と
も
）、
個
人
技
に
よ

る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
決

勝
戦
に
お
け
る
エ
ム
バ
ペ
の
２
点
目
の
ダ
イ

レ
ク
ト
ボ
レ
ー
な
ど
は
そ
の
象
徴
と
感
じ
て

い
る
）。

私
は
、
野
球
の
方
は
随
分
長
年
色
々
な

試
合
を
見
て
き
た
。
確
か
に
、
得
点
を
多
く

挙
げ
る
に
は
走
者（
ラ
ン
ナ
ー
）
が
必
要
で

あ
り
、そ
れ
に
は
組
織
の
力
が
不
可
欠
だ
が
、

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
得
点
を
挙
げ
る
最
後

の
シ
ー
ン
は
、個
々
の
打
者
の
タ
イ
ム
リ
ー・

ヒ
ッ
ト（
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
含
め
）
に
よ
る
こ

と
が
殆
ど
だ
と
思
う（
無
論
、
相
手
の
失
策
、

ス
ク
イ
ズ
と
い
っ
た
例
外
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
少
数
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
犠
牲
フ
ラ
イ
は

明
ら
か
に
個
人
技
で
あ
る
）。
こ
う
い
っ
た

チ
ャ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
相
手
と
す
れ
ば
ピ

ン
チ
で
あ
り
、
何
と
か
逃
れ
よ
う
と
し
て
相

手
も
通
常
よ
り
も
懸
命
に
対
応
し
て
く
る

か
ら
、
そ
の
懸
命
な
対
応
を
打
開
す
る
だ
け

の
、
よ
り
強
力
な
個
人
技
が
必
要
と
い
う
こ

と
と
な
る
。

３　

 

日
本
の
組
織
に
お
け
る

　
　

 

個
人
技

日
本
人
は
、
組
織
に
お
い
て
、
個
人
が
突

出
し
て
目
立
つ
の
を
嫌
う
。
こ
れ
は
、
嫉
妬

深
い
と
い
う
の
と
は
違
い
、
協
調
・
円
満
を

重
ん
じ
る
国
民
性
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
成
果
が
挙
が
っ
た
際
に
、
そ
れ

が
直
接
に
は
個
人
技
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
も
、「
み
ん
な
の
お
か
げ
」、「
会

社（
学
校
）の
力
」と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

無
論
、
そ
れ
自
体
は
間
違
い
で
は
な
い
。
殆

ど
の
場
合
、
所
属
し
て
い
る
組
織
の
協
力
が

な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
個
人
技
を
発
揮
す
る

局
面
は
訪
れ
な
い
。
し
か
し
、
組
織
が
直
面

す
る
課
題
は
、
最
後
に
は
、
直
接
の
関
与
者

で
あ
る
特
定
の
個
人
の
技
量
に
よ
ら
ね
ば
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
特
に
困
難
で
価

値
の
高
い
も
の
ほ
ど
そ
う
で
あ
る
の
も
現
実

で
あ
ろ
う（
先
程
の
例
で
言
え
ば
、
チ
ャ
ン

ス
を
作
る
側
は
多
く
の
者
が「
担
当
」
可
能

か
も
知
れ
な
い
が
、
最
後
に
得
点
を
決
め
た

ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
レ
ー
な
ど
は
ご
く
稀
な
者
し

か「
担
当
」で
き
な
い
で
あ
ろ
う
）。

日
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
組
織
の
貢
献

度
、
も
っ
と
言
え
ば
組
織
構
成
員
総
体
の
貢

献
度
と
個
人
の
貢
献
度
の
評
価
が
、
世
界

的
標
準
に
比
し
て
、
前
者
に
偏
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
日
本
人
が
、

特
に
企
業
に
お
い
て
特
筆
し
た
個
人
技
を
発

揮
す
る
こ
と
が
少
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
見
て
、

ふ
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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我
が
国
で
は
出
生
率
が
低
下
す
る
一
方
、
高
齢
者
人
口

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
昨
今
、
少
子
高

齢
化
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
分
野

に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
が

定
年
後
再
雇
用
と
い
う
形
で
定
年
退
職
者
と
有
期
雇
用
契

約
を
締
結
し
、
引
き
続
き
雇
用
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

定
年
後
再
雇
用
の
場
合
は
、
パ
ー
ト
有
期
法
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、正
社
員
と
の
待
遇
差
に
つ
き
、①
職
務
の
内
容
、

②
当
該
職
務
の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
、
③
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
し
て
不
合
理
な
待
遇
差
と
な
ら
な
い
よ

う
に
賃
金
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
、
定
年
後
再
雇
用
者
に
対
し
て
、
人
材
不
足
等
の

理
由
か
ら
定
年
時
と
①
、
②
の
点
に
あ
ま
り
違
い
が
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
会
社
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
場
合
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
各
会
社
が
頭
を
悩
ま
せ
な

が
ら
制
度
設
計
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
、
近
時
、
名
古
屋
自
動
車
学
校
事
件（
名
古
屋

地
判
令
和
２
年
10
月
28
日
。
高
裁
も
同
旨
。）
に
お
い
て
、

定
年
退
職
時
と
①
、
②
の
内
容
に
違
い
が
な
い
再
雇
用
者

の
基
本
給
に
つ
い
て
、
定
年
時
の
基
本
給
の
60
％
を
下
回

る
部
分
が
違
法
と
判
断
さ
れ
、
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
現
時
点
で
定
年
後
再
雇
用
者
の
基
本
給
に
つ
い

て
は
、
定
年
退
職
時
の
基
本
給
の
60
％
以
上
と
い
う
基
準

で
設
計
し
て
い
る
会
社
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
７
月
、
上
記
名
古
屋
自
動
車

学
校
事
件
に
つ
い
て
、
最
高
裁
で
判
断
が
示
さ
れ
ま

し
た（
最
判
令
和
５
年
７
月
20
日
）。

最
高
裁
は
、
定
年
後
再
雇
用
者
の
基
本
給
に
つ
き
、
定

年
退
職
時
の
基
本
給
の
60
％
を
下
回
る
部
分
を
不
合
理
な

待
遇
差
と
し
た
高
裁
の
判
断
を
破
棄
し
、
高
裁
に
差
し
戻

し
ま
し
た
。

差
戻
し
の
理
由
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
待
遇
差
が
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
か
の
判
断
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
使
用
者
に
お
け
る
基
本
給
の
性

質
や
こ
れ
ら
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
目
的
を

踏
ま
え
て
法
所
定
の
諸
事
情（
上
記
①
②
③
）
を

考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
労
働
条
件
の
相
違

が
不
合
理
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

・
正
社
員
の
基
本
給
は
勤
続
年
数
に
応
じ
て
額
が
定

め
ら
れ
る
勤
続
給
と
し
て
の
性
質
の
み
な
ら
ず
、

職
務
遂
行
能
力
に
応
じ
て
額
が
定
め
ら
れ
る
職
能

給
と
し
て
の
性
質
、
職
務
の
内
容
に
応
じ
て
額
が

定
め
ら
れ
る
職
務
給
と
し
て
の
性
質
も
有
す
る
と

み
る
余
地
が
あ
り
、
高
裁
が
認
定
し
た
事
実
関
係

に
お
い
て
、
様
々
な
性
質
を
有
す
る
可
能
性
が
あ

る
基
本
給
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
目
的
を
確

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
定
年
後
再
雇
用
者
は
、
役
職
に
就
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
そ
の
基
本
給
が
正

社
員
の
基
本
給
と
は
異
な
る
基
準
の
下
で
支
給
さ

れ
、
勤
続
年
数
に
応
じ
て
増
額
さ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
こ
と
等
か
ら
す
る
と
、
定
年
後
再
雇
用
者

の
基
本
給
は
、
正
社
員
の
基
本
給
と
は
異
な
る
性

質
や
支
給
の
目
的
を
有
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で

あ
る
。

・
高
裁
は
、
正
社
員
の
基
本
給
に
つ
き
、
年
功
的
性

格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、

他
の
性
質
の
有
無
及
び
内
容
並
び
に
支
給
の
目
的

を
検
討
せ
ず
、
ま
た
、
定
年
後
再
雇
用
者
の
基
本

給
に
つ
い
て
も
、
そ
の
性
質
及
び
支
給
の
目
的
を

何
ら
検
討
し
て
い
な
い
。

・
労
使
交
渉
に
関
す
る
事
情
を
「
そ
の
他
の
事
情
」

（
上
記
③
）と
し
て
考
慮
す
る
に
は
、
労
使
交
渉
の

結
果
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
経
緯
を
も
勘

案
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
高
裁
は
具
体
的
な
経

緯
を
勘
案
し
て
い
な
い
。

要
す
る
に
、
最
高
裁
が
示
し
て
い
る
の
は
、「
基
本
給

に
つ
い
て
も
、
そ
の
性
質
・
目
的
や
労
使
交
渉
の
経

緯
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
慮
し
て
、
待
遇
差
の
合
理
性

を
判
断
し
て
ね
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
当
該
事

件
に
お
け
る
正
社
員
と
定
年
後
再
雇
用
者
の
待
遇
差
が
違

法
か
ど
う
か
の
判
断
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
差
戻
審
で
ど

の
よ
う
な
判
決
と
な
る
か
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
定
年
後
再
雇
用
者
の
処
遇
を
考
え
る

上
で
は
、
定
年
退
職
時
の
60
％
を
下
回
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
勤
続
年
数
、
職
務
遂
行
能
力
、
従
事

す
る
職
務
内
容
等
よ
り
基
本
給
の
性
質
・
目
的
を
整
理
し

て
、
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
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代表社員弁護士岡芹健夫・弁護士近藤佑輝著
「現場の悩みを解決! 退職をめぐるトラブル対応
の実務」 （労務行政） 

　同書は、近年増加している退職を
めぐるトラブルについて、①退職に
至るまで、②退職時、③退職後と時
系列に整理の上、実務上の対処方法
を解説するとともに、早期退職募集、
希望退職募集といった集団的な人員
調整における問題（退職勧奨関係）
や具体的事例を想定した52問の
Q&A、トラブルを未然に防ぐため

の規定等も収録しており、退職トラブル回避のために有用
な書籍となっております。
� （令和5年3月刊行・税込価格3,410円）

代表社員弁護士岡芹健夫著
「取締役の教科書  第2版」 （経団連出版）  

　会社法および関連法規は、社会・
経済活動の情勢の変化に応じた改正
を経ることで機能してきています。
特に近年の加速度的に進む技術の進
歩やグローバルな社会情勢の変転の
なかでは、この流れは一層顕著です。
そして、厳しい時代状況のなかで企
業自身の持続可能性を確固たるもの
にするためにも、企業の経営方針の

決定を担う取締役の果たすべき役割は、より重要になって
います。

本書は、「取締役の地位と職責」、「取締役の義務」、「会
社に対する取締役の責任」、「第三者に対する取締役の責
任」、「損害賠償以外の取締役の責任」という構成により、
企業トップおよび取締役に求められる義務と責任につい
て、できるだけ具体的かつ平易に説明しております。

より多くの方々に、日頃の企業活動の一助として本書を
ご活用いただければ幸いです。

（令和5年4月刊行・税込価格2,200円）

代表社員弁護士岡芹健夫共著
「経営側弁護士による精選労働判例集  第13集」
（労働新聞社） 

　同書は、「労働新聞」の連載「職場
に役立つ最新労働判例」に2022年
に掲載された判例のうち、執筆者が
精選したものを収録した書籍です。

各判例について、「事案の概要」「判
決のポイント」「応用と見直し」の3
点につき、重要な点を簡潔に解説し
ており、特に「応用と見直し」では、
判決の内容を踏まえて使用者側が留

意すべき事項を説明するなど、手軽に判例の内容を理解で
き、日々の労務管理実務に役立つ書籍です。�

（令和5年7月刊行・税込価格1,870円）

髙井・岡芹法律事務所共著
「2023年版 年間労働判例命令要旨集」（労務行政） 

　同書は、令和4年に出された主要
労働判例・労働委員会命令124件に
ついて、各事件の要素を凝縮し、「労
働契約」や「労働時間・年休」などジャ
ンル別に掲載しています。

また、企業実務における重要度が
高いものや今後の労働法制への影
響が見込まれる判例については、実
務上のポイントを丁寧に解説してお

り、職場のトラブル解決の参考となる書籍です。
（令和5年8月刊行・税込価格6,380円）

弁護士  山﨑  貴広

本年7月12日から16日にかけて、
令和5年司法試験が実施されました。
私が司法試験を受けたのは、平成

28年で、既に7年以上も前のことです。
私は、弁護士となった最初の頃、毎

年、司法試験の問題を確認するのが好
きでした。最近では、関心も薄れつつ
あったのですが、先日、たまたま今年
の労働法の試験問題を目にしました。
大きく2つある問題のうち1つは、

実務でも頻繁に問題となる、私傷病休
職の問題です（ご興味のある方は法務
省のHPをご覧ください）。労働法以
外の科目も目にしましたが、これがな
かなかの難問です。
弁護士は、日々研鑽が必要な職業で

すが、受験生だった頃の向上心を今後
も忘れずに、研鑽に努めたいと改めて
感じた次第です。
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「高齢者雇用をめぐる法的問題と実務対応」～近時
トラブル増加中の高年齢者雇用に関する留意点～ に弁
護士帯刀康一が登壇いたします。

1971年10月に高年齢者雇用安定法が施行されてか
ら半世紀以上が経過しましたが、この間に同法は数度
の改正がなされ、さらなる改正新法が令和3年4月か
ら施行されました。近時は、定年後再雇用者等との間
で、労働契約法18条の無期転換ルールや同一労働同

令和5年11月27日（月）　 主催：株式会社労務行政
「高齢者雇用をめぐる法的問題と実務対応」
　　～近時トラブル増加中の高年齢者雇用に関する留意点～

一賃金の原則との関係で、トラブルが生じ、法的紛争
となるケースも増加しています。

本講座では、改正高年法の内容はもちろん、人事担
当者に不可欠な高齢者雇用をめぐる法的な知識と実務
対応について、分かりやすく解説します。詳細はHP 
をご覧ください。

令和5年11月17日（金） 【会場／WEB／配信】　 主催：株式会社産労総合研究所 
「LGBTQに配慮した職場づくりセミナー
　　～最新動向を踏まえた環境整備・紛争化防止の実務を学ぶ～」   

「LGBTQに配慮した職場づくりセミナー ～最新動向
を踏まえた環境整備・紛争化防止の実務を学ぶ～」に
弁護士帯刀康一が登壇いたします。

LGBTQについては、渋谷区がパートナーシップ制
度を条例化し、2023年6月にLGBT理解増進法が成
立するなど、少しずつ社会の理解が進んできています。
職場においても、ハラスメント防止に取り組むことと
なっており、関連最高裁の判決など新しい動きも予想
されますが、環境整備が進んでいるとは言い難い状況

です。
本セミナーでは、人事担当者が、職場でどのように

環境整備・紛争化の防止に取り組むべきか、最新動向
を踏まえて、わかりやすく解説します。

なお、同セミナーは、令和5年12月1日（金）～ 令
和6年1月31日（水）までオンデマンドでもご覧いた
だけます。詳細はHP をご覧ください。

主催：株式会社LegalOn Technologies  
「退職をめぐるトラブル対応の実務～使用者側弁護士が教える、実務的対応と予防」 

代表社員弁護士岡芹健夫が令和5年7月7日に登壇
いたしました株式会社LegalOn Technologies主催 

「退職をめぐるトラブル対応の実務～使用者側弁護士
が教える、実務的対応と予防～」 が配信中です。

近年、労働者の転職志向の高まりや、企業の人件費
削減措置の推進に伴い、労働者の転職件数は増加傾向
にあり、退職前後でのトラブルも増えています。

使用者が直面する退職トラブルの領域は「退職の撤
回」「退職勧奨」「退職代行業者」「希望退職募集」「競合
他社への転職」など広範に及びます。またこれらのト
ラブルは相互に関連しない性質を有していることが多
く、現場だけでの対応は困難を伴います。そのため、

企業顧問を持つ社労士や弁護士の先生は、これらの現
場で直面しうる問題に対し、一通りの法的見解と実務
上の対処方法・予防法を把握し、使用者にアドバイス
できることが重要です。

本セミナーでは、企業が直面する退職トラブルへの
実務的対応やその予防策について、最新の判例を参
照するとともに具体的なケースを用いながらわかり
やすく解説しております。詳細は株式会社LegalOn 
Technologies  HP をご覧ください。

令和 5年 10月オフィシャル記者クラブ 事務所行事報告
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